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緒 言

　石灰化歯原性嚢胞はその上皮層内に特徴的な幻影

細胞の出現やその石灰化が認められる比較的まれな

嚢胞性疾患である．またその病態像も様々で，1992

年のWHOの分類では組織内にエナメル上皮腫様

の変化を示す領域を伴う場合は，例外として良性腫

瘍性病変に分類されている1）2）．今回われわれは右側

下顎に発生した本症の1例を経験したので若干の文

献的考察を加えて報告する．

症 例

　患者：55歳，女性．

　初診：平成5年5月　　」．

　主訴：右側下顎歯肉の膨隆．

　既往歴：12歳時に腎炎に罹患し，18歳より20歳

まで結核のため入院加療，31歳時に卵巣腫瘍により

手術加療を受けている．

　家族歴：父親は脳梗塞，母親は子宮癌で死去して

いる．

　現病歴：平成5年3月頃より右側下顎歯肉の膨隆

を自覚し，緩徐に増大したが放置していた．その後

某整形外科医院で肩関節痛の精査中，X線写真によ

り下顎骨の嚢胞様透過像を指摘され，精査目的のた

め当科を紹介され来院した．

現 症

　全身所見：体格は中等度，栄養状態は良好で，全身

所見に特記事項はみられなかった．

　口腔外所見：右側下顎臼歯部にわずかな膨隆が認

められた（写真1）．

　ロ腔内所見：’5’＝’21頬側歯肉に骨様の膨隆を認め，

一部に羊皮紙様感を触知した．画は残根状態であ

り，周は欠損していた（写真2）．

　X線所見：オルソパントモグラムでは’6’　：“21の骨

体部に下顎下縁部におよぶ境界明瞭な卵円形の透過

像がみられ，内部に石灰化物様不透過像および周と

考えられる埋伏歯を認めた（写真3）．

　CT所見＝下顎骨は頬舌側ともに圧迫されて菲薄

化しており一部では骨皮質が消失していた（写真
4）．

　臨床検査所見：血液一般，血液生化学検査，尿検査

等で特に異常値は認められなかった．

　臨床診断＝右側下顎石灰化歯原性嚢胞．

　処置ならびに経過：平成5年6月14日，全身麻酔

下に下顎骨区域切除術および腸骨とA－0金属プ

レートを用いた下顎骨再建術を施行した．嚢胞は頬

舌側に膨隆し，頬舌側ともに骨皮質は薄く，一部で

は皮質骨が欠損していた．また，病巣は下顎骨下縁

までおよんでおり，一部では下縁部皮質骨の欠損が

みられた（写真5）．摘出物の軟X線所見では，嚢
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写真3　オルソパントモグラム所見

写真4CT所見

写真5　摘出物の頬側面所見
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写真6　摘出物の軟X線写真
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胞様透過像の内部に埋伏歯と小さな石灰化粒が塊状

に集合した像がみられた（写真6）．術後，現在まで

再発等はみられず経過良好である（写真7）．

　病理組織学的所見：嚢胞内壁を被覆する上皮は重

層扁平上皮からなり，基底側は一層の円柱状細胞が

規則的に配列しており，内部には石灰化物が認めら

れた（写真8）．上皮層内には好酸性に濃く染色され

る散在性の幻影細胞がみられ，さらにその一部は石

灰化していた（写真9）．

　病理組織学的診断：埋伏歯と石灰化物を伴った石

灰化歯原性嚢胞．

考 察

　石灰化歯原性嚢胞は1962年にGorinら3）によっ

て命名された疾患で，WHOの組織分類では円柱形

細胞からなる明瞭な基底層とその上側のエナメル髄

に似た細胞の厚い層，ならびに嚢胞上皮層内あるい

は線維性被膜内に‘ghost’上皮細胞の集塊をみる嚢

胞性病変である．しかも，‘ghost’上皮細胞は石灰化

することがある．また，上皮基底層外側に接して異

形象牙質（dysplastic　dentin）をみることがあり，

症例によっては集合性，あるいは複雑性歯牙腫に似
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表1過去3年間（1990～1992年）の本邦における石灰化歯原性嚢胞の報告例

症例 報告者 発表年 性別 年齢 発生部位
石灰

ｻ物
埋伏歯 歯牙腫 処置 備考

1 金村らη 1990 M 60 劃 あり 摘出術

2 小幡ら8） 1990 F 13 瞳 あり 摘出術

3 武田ら9） 1990 F 11 阿 開窓術後摘出術

4 武田ら9） 1990 M 17 周 摘出術

5 坂巻ら10） 1990 F 19 『 あり あり あり 摘出術

6 松本ら11） 1990 M 41 劃 あり あり 摘出術

7 里村ら12） 1990 F 7 図 あり 開窓術後摘出術

8 金久ら13） 1990 M 12 」 あり あり

9 福田ら14） ！990 M 54
10 今井ら15） 1990 M 19 あり あり 区域切除術

11 今井ら15） 1990 F 19 釧 あり 顎骨一部切除術

12 谷尾ら16） 1990 F 11

型 摘出術

13 村山ら17） 1990 M 13 匝 摘出術

14 須永ら18） 1990 M 76 開窓術後摘出術 再発癌化死亡

15 金子ら19） 1990 M 19 あり 区域切除術

16 村上ら20） 1991 M 4 』 あり あり 摘出術

17 谷垣ら21） 1991 F 28 調 あり あり 顎骨部分切除術

18 中西ら22） 1991 F 22 匝 あり あり 摘出術

19 藤木ら23） 1991 M 15 あり あり あり

20 藤木ら23） 1991 F 22 周

21 藤木ら23） 1991 M 16 鋤
22 藤木ら23） 1991 F 55 釧
23 林ら24） 1991 F 44 摘出術

24 畑ら25） 1991 M 12 下顎小臼歯 あり 開窓術

25 荒木ら26） 1991 M 16 到 あり 摘出術

26 藤沢ら27） 1991 M 24 到 あり 摘出術

27 藤沢ら27） 1991 F 7 図 あり 開窓術後摘出術

28 藤沢ら27） 1991 F 22 匝 あり あり 摘出術

29 塩谷ら28） 1991 F 39 匝 摘出術

30 佐々木ら29） 1992 M 55 あり 摘出術

31 巣山ら30） 1992 F 72 刀 あり 摘出術

32 斉藤ら31） 1992 M 11 医 あり あり 摘出術

33 石川ら32） 1992 M 16 亘 あり 摘出術

た歯の硬組織形成を伴うことがあると定義されてい

る1）2）．

　Altiniら4）によると，本疾患の発生頻度は15年間

に経験した非炎症性歯原性疾患411例中8例で2％

であり，本邦では，守谷ら5）が歯原性嚢胞156例中1

例で0．64％，佐藤ら6）が顎骨嚢胞858例中3例で

0，35％と述べており，比較的まれな疾患である．

　本邦において1990年より1992年までの過去3年

間に報告された本疾患の数は，われわれが渉猟し得

た限り33症例であった（表1）．その33症例中，性

別は男性18名，女性15名と性差はみられず，発生

部位でも上顎16例，下顎15例と部位的な差はみら

れなかった．好発年齢では10歳代（16例，48．5％）

に集中してみられた．本疾患の既報告例によると，

Freedmanら33）は男性32例，女性38例，上田ら34）

は，男性51．2％，女性48．8％，阿部ら35）は男性24

（4）
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例，女性26例と性差はみられず，発生部位でも

Altiniら4）は上顎33例，下顎35例と上下顎には差

はみられないが，本邦では上田ら34）は上顎53例，下

顎31例と比較的上顎に多いようである．好発年齢と

して本疾患中に占める10歳代の割合はHerdら36）

は50例中14例，Freedmanら33）は70例中20例，

Fejerskovら37）は51例中11例，上田ら34）は56．1％

を占めていたと報告しており，比較的若年者に報告

が多いようである．また，われわれが渉猟した33例

のX線所見では，単房性17例，多房性4例で，石

灰化物のみられるものは20例（58。9％），歯牙腫を

伴うものは8例（23．5％），埋伏歯を伴うものは6例

（17．7％）であり石灰化物と歯牙腫の両者を認める

ものは5例（14．7％），石灰化物に埋伏歯を伴うもの

は2例（6％），石灰化物に歯牙腫，埋伏歯を伴うも

のは2例（6％）であった．諸家の報告ではFreed－

man　ら33）は70例中埋伏歯を伴うものが13例，

Altiniら4）は73例中19例，阿部ら35）は51例中26

例，上田ら34）は81例中39例，また歯牙腫を伴うも

のはFreedmanら33）は70例中6例，　Altiniら4）は

73野中8例，阿部ら35）は51例中12例，上田ら34）は

85例中23例であり，われわれと同様な傾向が示さ

れた．

　本症は急速な増大傾向や再発を示すなどの腫瘍性

性格を有することがあり，またきわめてまれに悪性

化したとの報告もあるため，現在のところ嚢胞性病

変であるのか腫瘍性病変であるのかについては見解

が定まっていない．

　治療法は33例典摘出術が行われたものは18例と

最も多く，はじめ開窓術が施行された（5例）のちに

摘出術が追加施行されたものが4例あった．また，

周囲顎骨の部分切除あるいは区域切除が施行された

ものは4例であった．予後は1例に再発悪性化がみ

られた18）．

　われわれの経験した症例では嚢胞による骨皮質の

圧迫や菲薄化が強度で下顎骨下縁部の一部に骨欠損

がみられることから，病巣残存による再発を防止し，

しかも術後の再建を容易にするため下顎骨区域切除

術を選択したが，本来は治療法として摘出術を行う

のが一般的である．本疾患の場合はその性格上，当

然のことながら長期にわたる経過観察が必要であ
る．

結 語

　われわれは，嚢胞内に埋伏歯と石灰化物が存在し

た比較的まれな石灰化歯原性嚢胞の1例を経験した

のでその概要を報告した．

　本論文の要旨は第156回日本口腔外科学会関東地

方会（平成5年11月13日，東京）において発表し
た．
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